
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（（仮仮称称））足足立立区区住住生生活活ママススタターーププラランンのの基基本本的的方方向向性性  素素案案 

協創力でつくる 活力にあふれ 進化し続ける ひと・まち 足立 

公共住宅ストックの役割に関する視点 

継続 公共住宅の再生とさらなる創出用地の活用 

・これから建替えが予定される昭和 40年代の公共住

宅が約17,000戸立地 

・都営住宅が特別区部で最も多く、地域居住者層に偏

りが生じている 

・JKK賃貸住宅は、昭和 30年代団地の一部充当で建

替えを行い、再編整備に取り組む予定 

・UR賃貸住宅の建替え団地の地区は、建替えていな

い団地の地区に比べて高齢化率が低い 

継続 区営住宅の高齢化と老朽化 

・区営住宅入居者の高齢化率が34.5%と高い 

・区営シルバーピアは築約 20年を経過して設備等が

劣化 

 

 

 

 

 

 →公共住宅ストックを活かした住宅政策の組立て

が必要 

 →公共住宅の建替えに地域の住環境の向上のため

の戦略的な計画が必要 

 →入居者の多世代化が必要 

 

足立区の住宅・住環境の現状 と H28.3.1第18回審議会の主な意見 

 

住宅・住宅地としての魅力づくりの視点 

継続 良質な住宅の供給 

・ファミリー向けの広い住宅が増加 

・通勤・通学や買い物・施設の利便性に対する満足度

が高い 

継続 良好な居住環境の持続 

・住宅の規模が大きく、地価が安い 

・公園が多く、水や緑など自然が多い 

・つくばエクスプレスや日暮里・舎人ライナーの開通

等による交通利便性の向上 

新規 少子高齢化と生産年齢人口の減少に対する 

   若年の定着・定住 

・高齢化率は特別区部で2番目に高い 

・生産年齢人口が特別区部で最も低い 

・30代前半で若干の転出超過 

新規 足立区に住まう新たな魅力の創造 

・大学誘致、医療施設移転等によるまちの活性化 

・エリアデザイン計画によるまちづくりの推進 

 

 →地価が安いなど若年世帯が居住しやすい居住環

境を区外住民に区の特性を発信することが必要 

 →住み替えについての適切な情報提供が必要 

 →隣居・近居など多世代居住の推進が必要 

 →足立区の魅力を感じる住まい方、ライフスタイル

の提示が必要 

コミュニティの維持と住み続けられる地域の視点 

継続 高齢化等に対応した住宅セーフティーネット 

・85歳以上の人口は、平成37年に約3万5千人に達

する見込み 

・生活保護世帯数が特別区部で最も多い 

・サービス付き高齢者向け住宅の割合は都平均の約3

倍 

継続 地域コミュニティを通じた住環境の向上 

・孤立ゼロプロジェクトを推進 

・町会・自治会加入率が減少 

新規 空き家問題に対する関心の高まり 

・人口・住宅数が増加し、空き家数・空き家率が減少 

・一方、将来的な人口減少により、空き家の増加が見

込まれる 

・市場に流通していない「その他の住宅」は年々増加 

 

 

 

 

 →地域包括ケアシステムと連携した取組みが必要 

 →元気な高齢者への対応 

 →老朽空き家の解消に向けた対策の継続 

 →空き家を含む建物の適正管理を促す取り組みが

必要 

 

まちの安全安心の視点 

継続 防犯・防災性のさらなる向上 

・ビューティフル・ウィンドウズ運動や、足立区防犯

設計タウン認定制度などに取組み、犯罪件数が減少

し、住宅等への侵入窃盗件数も減少 

・千住地域を中心に災害危険度が高いと判定された地

域が存在 

・一方、耐震に対する助成内容拡充により耐震診断・

補強工事件数、新築件数は増加 

・防災や防犯に対する区民の意識が高い 

継続 分譲マンションの適正な維持管理 

・分譲マンション（持家・共同住宅）が平成 15年と

比べ約3万戸増加 

新規 ワンルームマンションの増加への対応 

・環境整備基準を遵守しないワンルームマンションの

供給増加 

・木造賃貸住宅の更新が進んでいない 

 

 

 →ビューティフル・ウィンドウズ運動による防犯と

住宅の耐震化、不燃化特区などの防災の取組みを

周知・継続し、区民の取組みを活かした住環境の

向上が必要 

→将来を見据えたマンションの適正管理が必要 

→マンション転入者と既存コミュニティの問題 

 

足立区過去30年間で急速に高齢化が進展し、今後は更なる人口減少社会への突入が予測される。高齢になっても住み慣れた地域で安全・安心に住み続けられる仕組みづくりと、

担税力のある若年層を呼び込む魅力あるまちづくりが必要である。そのためには、新たな区政のビジョン（基本構想）にあわせた「（仮称）住生活マスタープラン」を策定し、将

来も変わらず活力のあるまちであり続けるための行政運営が求められる。また計画策定にあたっては、民間事業者や地域団体等の活力を活用する仕組みづくりが求められる。 

 
住生活の視点から目指す 
将来像のイメージ 

新たなマスタープランの策定の

必要性 

新たな足立区基本構想の 

目指す将来像 
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